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No.261け　ん　　　　　　こ　う

（題字は理事長直筆）

財団法人星総合病院

＜醫霊＞霊をも癒（醫）やしたい　　　という創始者の願いを医療従事者の医の心とすべく造られた当院の理念
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「
昔
結
核
、今
う
つ
病
（
吉
本
隆
明
）」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
う
つ
病
は
着
実

に
増
え
て
い
る
心
の
病
気
で
あ
る
。
あ

る
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
生
の
う
ち
15
％

〜
20
％
の
人
が
罹
患
す
る
と
い
わ
れ
、

今
日
で
は
市
民
権
を
得
た
疾
患
と

な
っ
た
。

　

う
つ
病
の
原
因
は
大
き
く
三
つ
に

分
け
ら
れ
る
。
①
遺
伝
や
素
質
と
関

係
す
る
も
の
、
②
脳
や
身
体
疾
患
か

ら
二
次
的
に
発
症
す
る
も
の
、
③
性

格
と
環
境
の
か
ら
み
（
い
わ
ゆ
る
ス
ト

レ
ス
性
）
で
現
れ
る
も
の
の
三
つ
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
③
特
に
「
デ
ィ

ス
チ
ミ
ア
性
格
親
和
性
う
つ
病
＝
気

分
変
調
症
」
が
増
え
て
い
る
。

　

筆
者
が
医
師
に
な
り
た
て
の
頃
、

う
つ
病
の
病
前
性
格
と
し
て
、「
執
着

気
質
」お
よ
び「
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
性
格
」

が
重
要
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
た
。
両

者
は
同
じ
よ
う
な
性
格
で
、
几
帳
面
・

正
直
・
勤
勉
・
誠
実
・
凝
り
性
・
熱
中

性
…
な
ど
が
特
徴
的
で
あ
り
、
わ
が

国
の
高
度
成
長
時
代
に
は
模
範
的
と

さ
れ
た
性
格
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
デ
ィ
ス
チ
ミ
ア
性

格
」
は
、
気
分
易
変
・
自
己
へ
の
愛
着
・

秩
序
へ
の
否
定
的
感
情
・
他
罰
的
・
義

務
か
ら
の
逃
避
・
私
的
に
は
活
動
的

な
ど
を
示
す
性
格
を
い
う
。「
デ
ィ
ス

チ
ミ
ア
性
格
親
和
性
う
つ
病
」
に
な

る
と
、
憂
う
つ
気
分
・
不
安
・
意
欲
の

減
退
な
ど
を
自
分
か
ら
訴
え
、
仕
事

よ
り
も
自
分
が
大
事
・
社
会
の
ル
ー

ル
を
ス
ト
レ
ス
と
感
じ
る
・
反
省
す
る

よ
り
も
他
人
を
非
難
す
る
・
休
職
を

た
め
ら
わ
な
い
…
な
ど
と
い
っ
た
傾
向

が
強
い
。

　

う
つ
病
は
社
会
的
な
影
響
を
非
常

に
受
け
や
す
い
病
気
で
あ
る
た
め
、
う

つ
病
の
病
態
が
変
わ
り「
新
型
う
つ
病
」

の
ひ
と
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。　
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　CTで、狭心症や心筋梗塞の検査ができるということをご存じですか?　
　星総合病院では、郡山市では初となる64チャンネルマルチスライスCTを導入し、心臓CT検査を
行っています。このCTは、心臓の栄養血管である冠状動脈の撮影に有用で、狭心症や心筋梗塞を診
断する最も有用な方法である心臓カテーテル検査と同等の検査結果を入院することなく、外来で手
軽に検査することが可能です。
　福島県内では当院を入れて8施設で導入されています。

マルチスライスCTとは

　CT（コンピュータ断層撮影法）は、筒状のCT装置の中にX線管球（X線を出す部分）と検出器
が配置され、回転しながら撮影を行う装置です。従来のCT装置は、一列の検出器にデータ収集シ
ステムが搭載されていましたが、これを、多数の検出器列、多数のデータ収集システムにより、1
回転のスキャンで多数の断層像を得ようというものが、「マルチスライスCT」です。近年は技術
の向上から、検出器は4列、8列、16列、32列、64列と進化し、最近では256列CTや320列CTも
登場しています。

CTの歴史

　<世界の流れ>
・1972年 ハンスフィールド（英国）によるCT開発
・1987年 スリップリングの導入による連続回転CT開発
・1998年 4列CT発売
・2001年 16列CT発売
・2003年 64列CT発売

　<当院の流れ>
・2004年 16列CT導入

・2008年 64列CT導入

64列マルチスライスCTのメリット

　従来のCTより撮影速度が速く、短時間で広範囲の高精細な立体画像を撮影することができます。
また、当院の従来機種である16列マルチスライスCTに比べ、撮影の際息止め時間が30秒から約半

分程度にまで短縮されました。さらに患者さんの体格・撮影
部位・検査目的に応じて、必要最小限の被ばく線量となるシス
テムを備えているため、安心して検査を受けていただけます。

　また当院では、東北で初、全国では8施設目となる「Card 
iq fusion」というソフトウェアも搭載しました。これは、造
影撮影された心臓CTの画像と、核医学検査によって得られた
画像を3D画像で融合させるもので、より詳細な診断が可能と
なります。
※核医学検査とは…微量の放射線を出す放射線医薬品を体内
に投与し、身体の状態を画像化して診断する検査のこと。「Card iq fusion」による画像
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心臓・大動脈などの検査に有用

　近年の最新鋭のCTでは、脳血管・大
動脈・下肢動脈のみでなく、心臓の栄
養血管である冠状動脈の画像化が可能
となっています。
従来、冠状動脈の病変を見るためには、
心臓カテーテル検査が必要でした。現
在全国で年間10万人ほどの患者さんに
行われている検査ですが、合併症とし
て約0.01%の方が脳梗塞や不整脈等で
亡くなることがあります。心臓CT検査
は体にカテーテルを入れる必要はあり
ませんので、出血の危険性はありませ
んが、検査に使用する造影剤で10万人
に1～2名の方は体に合わず、副作用が
出ることがあります。共に100%安全
な検査ではありませんが、体にかかる
負担はやや心臓CTの方が少ないものと
思われます。

　
64列マルチスライスCTによる心臓CT検査の適応となる方

● 心臓カテーテル検査を受けるまではないが、狭心症等の可能性を否定できない
● 認知症がない（息止めの指示に従える方）
● 15秒以上の息止めが可能であること
● 造影剤アレルギーがないこと

ただし、次の方は心臓CT検査に適しません。医師の指示に従ってください。
・認知症があり、息止めの指示に従えないような方
・動脈硬化が強すぎる方（腎不全、透析患者、甲状腺疾患、ステロイドを使用している方などは
石灰化が強すぎて血管内が見えないことがあります）

・造影剤が使えない方（造影剤アレルギー、腎不全など）
・妊婦（レントゲン検査ですので、放射線被曝を受けます）　など

費用について

　健康保険の適用となりますが、自己負担分は、3割負担で1万5千円程度となります。

　検査は完全予約制となっています。狭心症症状かな?とお悩みの方は、一度当院循環器科を受診
のうえ、主治医にご相談ください。

心臓CT検査で撮影した高精細な心臓の立体画像
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「高校生の職場体験」を開催しました

10:20～12:30　　職場体験

職場体験は２部
構成で実施。参
加者は希望する
職種２種類を
１時間ずつ体験
しました。なん
となくいいなと
思っていた職種
を実際に体験す
ることで、仕事
内容の具体的な
イメージがで
き、職種への理
解が深まったよ
うです。

体験職種（計16種類）

薬剤師、保健師、助産師、看護師、診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士、理学療法士、作業療法士、
言語聴覚士、視能訓練士、歯科技工士、歯科衛生士、管理栄養士、社会福祉士、臨床心理士

12:30～
記念写真撮影

背景を診察室に見立
て、白衣姿で記念撮影
を行いました。聴診
器やシリンジを手に、
笑顔でハイチーズ。
写真は、後日それぞれ
の高校に郵送させて
いただきました。

9:00～9:45　
病院で働く職種および
　　　　奨学金についての説明

実際に医療の現場を
体験するにあたり、各
職種の仕事の概要を
説明。また今後進学
する上で参考となる、
奨学金についての説
明を行いました。

9:45～10:15　
白衣体験

憧れの白衣や
ナースキャッ
プを身につけ、
ちょっと照れな
がらもうれしそ
うな表情を浮か
べる高校生。

　星総合病院において高校生の職場体験を開催しました。将来医療人を目指す高校生が、希望する職業を実際に
体験することで、進路を判断することができるよう昨年から開催し、今回で２回目となります。郡山市や須賀川
市などの高校１～３年生計85名が参加しました。

助産師 作業療法士 診療放射線技師

歯科衛生士 臨床検査技師 臨床心理士

・とてもためになる体験ができた。職
種に対する理解が深まった
・医療の現場で働きたいという思いが
強くなった
・学んだことを自分の進路決定に活か
していきたい
・改めて医療の道に進んで仕事がした
いと思った

８月７日

参 加 者 か ら の 声
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　町立三春病院の新病院外構工事が８月末に完了し、９月にグランドオープンを迎えました。
　９月18日、三春交流館まほらで「グランドオープン記念式典」を開催し、関係者等約
200名の出席がありました。鈴木義孝町長、渡辺直彦病院長の挨拶が行われ、ご来賓の方々
より祝辞をいただきました。また、新病院建設へご尽力された方々に対し感謝状が贈呈さ
れました。

感謝状受賞者
（敬称略）

武田英男（三春町区長会長）　西山忠元（西山医院院長・三杏会会長）
葛西龍樹（福島県立医科大学　地域・家庭医療部長）
清水建設株式会社東北支店　有限会社宮古建築設計事務所

　引き続き、福島県立医科大学地
域・家庭医療部長の葛西龍樹教授を
コーディネーターに、「地域医療を
考える」と題した記念シンポジウム
を開催。渡辺病院長を含む４人のパ
ネリストとともに地域医療の在り
方についてディスカッションが行
われました。

　脳血管疾患や骨折などによる日常生活動作（生活をするにあたって必要な活動）の低下に対し、医師・看護師・理学療
法士・作業療法士・言語聴覚士などが協働で、患者さん一人ひとりの状態に合わせたリハビリテーションを行い、家庭復
帰を目指します。また、退院後も安心して生活ができるよう、入院中から地域の資源（デイサービス、訪問看護サービス
など）への橋渡しや実際の利用調整を行い、患者さんが住み慣れた所で生涯いきいきと楽しく生活できるよう支援してい
きます。

● 回復期リハビリテーションの流れ

● 対象となる患者さん
脳血管疾患（高次脳機能障害を含む）、脊髄損傷等の発症又は手術後2ヶ月以内
大腿骨、骨盤、股関節などの骨折等の発症又は手術後2ヶ月以内
外科手術および肺炎等治療後の安静により廃用性症候群を有しており、手術後又は発症後2ヶ月以内
大腿骨、股関節等の神経、筋又は靭帯損傷後1ヶ月以内

● 回復期リハビリテーション病棟スタッフ ● 申し込み方法
医師・看護師・ケアワーカー（介護職員）・理学療法士・
作業療法士・言語聴覚士・薬剤師・管理栄養士・
ソーシャルワーカー

　現在入院している病院の医
療ソーシャルワーカー（相談
員）もしくは看護師にご相談
の上、お申し込み下さい。

10月から「回復期リハビリテーション病棟」の運用を開始いたしました

盛大に開催された落成式 記念シンポジウムのようす

駐車場は204台の駐車
スペースを確保。正面玄
関前にはロータリーが整
備されました。

専門スタッフが対応します。
退院後の生活を想定した炊事・入浴等の訓練も実施
します。

急性期
（発症から1～2ヶ月程度）

治療が中心

回復期
在宅生活を目標とした
リハビリテーション

維持期
獲得した機能や能力の
維持継続のための
リハビリテーション

転院

退院

三 春 町 立 三 春 病 院

三春町立三春病院がグランドオープンしました

脳血管疾患や骨折等を発症した場合、急性期の病院において必要な検査・治療を受けます。

退院後もご自宅で安心した生活ができるよう、入院中から地域の資源（デイサービス・訪問看護サー
ビスなど）への橋渡しや実際の利用調整を行い、連携を図っていきます。

発症からおよそ1ヶ月程度で各疾患の状況が落ちつき回復期となります。
発症後数週間～6ヶ月を回復期といい、この時期に集中的にリハビリテーションを行うことで、効
果が期待されます。
当院では、脳血管疾患・大腿部頚部骨折・廃用症候群等によりもたらされた日常生活動作（生活を
するにあたって必要な活動）の低下に対し、医師・看護師・理学療法士・言語聴覚士などがチー
ムで病状の段階に応じ、必要なリハビリテーションを実施します。
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　今回は、PTAに対して行なっている保健教育についてお話します。
　思春期になると親も子供たちも、性に関して会話することを避けるようになります。現状として、性感染症の激増や福
島県の10歳代の人工妊娠中絶率全国第3位という背景があり、子供たちだけに保健教育をしてもなかなか解決には結び
つきません。
　そこで私達助産師は、小学校PTAへの家庭教育学級や授業参観などをワークショップ形式で実施しました。

内容 参加者の感想
①　自分の身体（更年期障害や婦人病
など）について

②　思春期の現状
③　性行動の変化
④　福島県の思春期動向　など

・「現在の思春期の動向がこんなにも荒んだものかということを知らな
かった」

・「もっと子供と話し合う機会や時間を持たなくてはならないと思った」
・「他の人も同じようなことを悩んでいたということがわかって安心した」
・「今後ももっとこのような機会を設けたい」などの意見が聞かれました。

　思春期の子供を持つ親たちは悩みを相談する場所がなかなかなく、また友人や同級生の親同士では話しにくい内容とい
うこともあり、積極的に参加されました。保健教育の内容は情報の提供や正しい知識の共有が主な点ですが、ワークショッ
プ形式の導入で、同じ年代の子供を持つ親たちがどのように考え、対処しているか
を参加者自らも考え、子どもへの接し方・関わり方を学ぶ良い機会となっているよ
うです。
　親子の対話時間は、幼児期に多かったのに対し、就学して高学年になるにしたがっ
て減る傾向にあります。このような時期にある小中高生を持つ親たちへアプローチ
し、妊娠期間中お腹の中の子に対して抱いていた想いや出産時の感動を呼び起こし、
一緒に思春期保健教育について考えていきたいと考えます。PTAの皆様への健康教
室の依頼をお待ちしています。　　　　　　　　　（上級思春期保健相談士　圓谷）
お申込み・お問合せ　TEL　024-935-7363（星総合病院健診室保健師）

星総合病院産婦人科病棟　思春期グループ

助産師による思春期保健教育へのアプローチ③

～ＰＴＡへの健康教室活動～

　治療中の主治医からの情報をもとに診断内容や治療法等に関して当院の専門医が助言を行う、「セカンドオピニオン
外来」を開始しました。概要等をご紹介します。

● 目　的
　現在受診している担当医の診断内容や治療法に関して第三
者としての当院の専門医の意見・判断を提供することで、患
者さんが今後の方針を決定するにあたり、参考にしていただ
くことを目的とします。

● 概　要
・現在の担当医より資料を借用してくるため、新たな検査、
処置、治療行為は行いません。
（通常の診療行為とは扱いが異なります。）
・完全予約制となります。
・自由診療となります。
（１回あたり最大60分　21,000円）

● 受診対象者
・患者さん本人を原則とします。ただし、本人の同意書があ
れば家族でも受診可能です。

・現在受診中の担当医から診療情報提供書等の提供が受けら
れる方に限ります。

● 受診予約
　現在受診中の担当医にセカンドオピニオン希望を伝え、紹
介状作成等の了解を得てから、当院地域連携室にご連絡くだ
さい。なお、予約決定まである程度時間がかかりますので、
受診まで余裕をもって手続きをお願い致します。

● セカンドオピニオン外来の対象疾患
診療科 傷　病　名

循環器内科 心臓血管疾患
内 科 糖尿病

消化器内科 膵臓癌、胆のう癌、胆管癌、
肝臓疾患（ウイルス性肝炎等）

小 児 科 小児疾患
外 科 乳癌、乳腺疾患、甲状腺疾患
脳神経外科 脳神経外科疾患
整 形 外 科 肩関節疾患、関節リウマチ
産 婦 人 科 産婦人科疾患
皮 膚 科 アトピー性皮膚炎、尋常性乾癬
心臓血管外科 心臓血管外科疾患
形 成 外 科 形成外科疾患

● お問い合わせ・ご予約
星総合病院
地域連携室　024－935－7120（直通）

セカンドオピニオン外来を開始いたしました星総合病院
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郡山理美容協会カットボランティア 9月8日

　敬老の日にちなみ、郡山理美容協会に所属する理容
師・美容師の方々9名がオリオンを訪問し、ボランティ
アでヘアカットのサービス
をしてくださいました。
　カットを終えた入所者約
50名の方々は、鏡に映った
さっぱりと整った髪を見て、
とてもうれしそうな表情を
浮かべていました。

第12回北極祭 10月25日

　「第12回北極祭」を開催しました。今回のテーマは「エえコと
しよう！ポラっ子エコ宣言」。25日の一般公開では、看護学校な
らではの白衣体験や高齢者体験、健康チェック、足浴、その他ミニ
コンサートやダンス発表など、内容盛りだくさんで行われました。
また食べ物の模擬店では、器や箸に貸出し食器を使用するなど、
テーマにちなんで環境に配慮した取り組みも実施しました。地域
の方々など204名にお越しいただきました。

学院説明会 8月9日

　平成20年度の学院説明会を開催し、県内外から
高校生やその父兄など131名が参加しました。学
院での教育内容、学院生活、入学試験についての
説明のあと、実際に校内見学が行われました。ま
た血圧測定や採血、足浴、食事介助など各種演習
体験もあり、学生との談話コーナーでは、具体的
な質問が出されていました。

介護老人保健施設オリオン

作品展示コーナーを設置
　三春病院では、患者さんへの癒しの提供を目的として、１階健診センター前待合ホー
ルに「作品展示コーナー」を設けています。これまでに、絵や書道などの作品を掲示し、
患者さんやご家族の皆さんにご好評いただいております。
展示作品大募集
　ボランティアでの作品出展を随時募集しております。特にジャンルは問いませ
ん。ご協力いただける方は、下記までご連絡ください。
三春町立三春病院　0247－62－3131㈹

ポラリス保健看護学院

健康教室 9月16日・17日

　9月16日・17日に、それぞれ芳賀公民館、小原田公民
館において、郡山市介護保健課運動指導員の宗像紗弓さ
んをお招きし、「転ばないため
のヒミツ～自分の足いつまで
も～」と題した健康教室を開催
しました。高齢期の転倒を予防
するために行う運動の大切さ
について、簡単な筋力トレーニ
ングを行いながら、わかりやす
くお話していただきました。

三春町立三春病院

星ヶ丘フェスタ
～きらり笑顔のハーモニー～ 10月11日

　患者さんやご家族、ボランティアの方々など約700
名が参加しました。地元団体による大正琴や、よさこ
い、ひょっとこ踊りの披露、
法務局の人権擁護委員協議
会による人権宣言PRなどが
行われました。会場内には出
店が設けられ、参加者は賑や
かな雰囲気の中、様々な催し
を楽しみました。

ボランティアコンサート 9月20日

　「星
・
の
・
丘
・
物
・
語
・
」と題して、平成19年から行っている星ヶ丘

病院ボランティアコンサート。７回目となる今回は、星ヶ丘病
院沼田吉彦院長も所属している「福島男声合唱団」をお招き
し、「春の小川」や「赤とんぼ」な
ど計12曲を披露していただき
ました。会場となったＣ棟食堂
には約200名の患者さんが集
まり、男声コーラスならではの
力強く繊細で美しいハーモニー
に聴き入っていました。

星 ヶ 丘 病 院

芳賀・小原田地域包括支援センター
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先
日
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わ
れ
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「
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地
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球
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に
、
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総
合
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院
の
所
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町
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の
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ン
バ
ー
と
し
て
私
も
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
に
出
場
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
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昨
年
も
出
場
し
て
い
た
の
で
、
町

内
会
の
皆
さ
ん
と
も
も
う
顔
な
じ

み
。
昨
年
は
勝
利
に
貢
献
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
今
年
こ
そ
は
！
と
い

う
リ
ベ
ン
ジ
の
気
持
ち
で
試
合
に
臨

み
ま
し
た
。
攻
撃
が
決
ま
れ
ば
チ
ー

ム
み
ん
な
で
喜
び
、
ミ
ス
を
す
れ

ば
「
惜
し
い
よ
、
次
頑
張
ろ
う
」
と

励
ま
し
合
い
、
試
合
を
通
し
て
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
深
ま
っ
て
い
く
の
を
感

じ
、
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
年
も
勝

ち
は
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
試

合
終
了
後
は
快
く
慰
労
会
に
も
招
待

し
て
く
だ
さ
り
、
皆
さ
ん
の
温
か
い

心
配
り
が
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意

義
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
担
当　

菅
野

総産土神社夏祭り
（7月23日）

　星総合病院前の総産土神社夏
祭りでのお神輿担ぎに職員３名
が参加しました。

　６月18日、㈳看護協会総会（ビッグパレット）
において、看護功労者表彰が行われました。長
年にわたる看護への功労が認められ、当法人看
護職員が受賞しました。
優良看護（永年）職員職員表彰
　・介護老人保健施設オリオン　准看護師　菊地　光枝
　・星総合病院　准看護師　　　　佐々木靖子
　・星総合病院　看護助手　　　　吉田　豊子

　第44回郡山うねめまつりの
「踊り流しコンクール」にポラ
リス保健看護学院が参加しまし
た。学生や教職員が白衣や揃い
の法被を着て、若さあふれる元
気な踊りを披露し、見事「優秀
賞」を受賞しました。

　園児･父兄など130名が参加しました。園児
たちが音楽に合わせて元
気いっぱい盆踊りを披露。
また、父兄や保育士も参加
して、箱の中身を当てる当
てっこゲームを行い、大い
に盛り上がりま
した。かき氷・
焼きそばなどの
出店もあり、に
ぎやかで楽しい
夏祭りとなりま
した。

地域行事に参加しました

星ヶ丘保育園夏祭り
（８月９日）

三春盆踊り
（8月15～16日）

　２日間に渡って三春町立三春病院職員
が救護ブースで参加。また16日には法
被を着た法人職員も盆踊りの輪に加わ
り、地域の皆さんとの交流を深めました。

郡山市赤木地区
市民大運動会・球技大会
　（8月31日）（10月5日）

　星総合病院の職員が所属する町
内会の一員として競技に出場しま
した。

ポラリス保健看護学院
うねめ踊り流し「優秀賞」受賞

（８月２日）

みはる病院まつりを開催します

看護功労者表彰式
３名が受賞

日時：平成20年11月15日㈯
　　　午後1時30分～3時30分
場所：三春町立三春病院　屋上特設会場
　　　（雨天の際は室内にて開催します。）

○パワーリハビリ体験　　○健康チェックコーナー
○町内ボランティアさんによるコンサート
○バルーンアート　　○輪なげコーナー　　○とん汁
○やきとり　　○コーヒーサービス　　○お菓子つかみ取り
○スーパーボールすくい　　○バザー　　など
※内容は一部変更になることもございます。
＊その他、たくさんのイベントを企画しております。ぜひ皆様お
誘い合わせのうえご来院下さい！


